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平成 26 年度 収入・支出予算書 
（平成 26 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

(収入)

項目
本年度
予算額

前年度
予算額

比較増減 備考

　①助成金 1,000,000 1,000,000 0 河川整備基金助成事業

　②寄付金 0 250,000 △ 250,000

　③預金利息 30 30 0

計 1,000,030 1,250,030 △ 250,000

(支出)

項目
本年度
予算額

前年度
予算額

比較増減 備考

　①旅費・交通費 420,000 480,000 △ 60,000 小さな自然再生に関わる事例調査

　②通信・運搬費 43,000 80,000 △ 37,000
小さな自然再生に関わる事例調査、事例集
送付

　③資料・印刷費 400,000 450,000 △ 50,000 事例集等印刷

　④賃貸料 10,000 150,000 △ 140,000 会議室使用料

　⑤委託費 27,000 90,000 △ 63,000 学生アルバイト代

　⑥諸謝金 100,000 0 100,000

計 1,000,000 1,250,000 △ 250,000


